











































































































































































































































































































































































































































































































































































































⑤むくげの会編「記録の背景について」 f身世打鈴在日朝鮮女性の半生J（東都書房、 1972年）、 213
J、ミー ユー〆。
⑦李正子「〈ナグネ打鈴〉の世界から」『ふりむけば日本J（河出書房新社、 1994年）、 19ペー ジ。
⑧なぜ追随作の多くが 〈身世打令〉でもなく、 〈身勢打鈴〉でもない 〈身世打鈴〉になったのかにつ
いて、今回の調査では解明できなかった。この点に関しては今後の課題としたい。
＊肘櫨要旨
潟沼誠二氏は、私にとって大変深い思い入れのある李恢成氏の作品をこのような切り口で解読され
たことに感銘を受けた、ところで同時代評は佐々木基一氏のもののみ引いているが、他にどのような
ものがあるか、またその中に「拡散Jの契機になったものがあるか、と尋ね、発表者は、鎮魂記とい
う作者の意図を最もよく理解しているのが佐々木氏の評なのでヲ｜いた、と答え、また、追随作の多く
は朝鮮につながりのある人によって作られており、 （打鈴〉＝朝鮮というイメージがあったのではな
いか、と答えた。
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